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聴こえのチェックシート
□ 会話をしている時に聞き返すことがよくある
□ 後ろから呼び掛けられると気付かないことがある
□ 聞き間違いが多い
□ 見えない所からの車の接近に、まったく気付かないことがある
□ 話し声が大きいと言われる
□ 集会や会議など数人の会話でうまく聞き取れない
□ 電子レンジの「チン」という音やドアのチャイムの音が聞こえにくい
□ 相手の言ったことを推測で判断することがある
□ 騒音の多い職場や大きくうるさい音のする場所で過ごすことが多い
□ 家族にテレビやラジオの音量が大きいと言われることがよくある
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で
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、
聴
力
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４
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申
請
時
、
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全
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該
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す
る
人

①�

町
内
に
１
年
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上
住
所
を
有
す
る
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歳
以
上
の
人

②�

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
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デ
シ
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上
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補
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れ
る
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③
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体
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帳
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な
い
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て
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だ
さ
い
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書
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請
求
書

②�
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師
が
発
行
す
る
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見
書
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３
カ
月
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内
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耳
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聴
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書
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ー
ジ
オ
グ

ラ
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令
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４
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１
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以
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に
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し

た
補
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収
書
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写
し

※�

①
・
②
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
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『
聴
こ
え
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認
し
ま
し
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う
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２

　町では、町民の皆さんが安全で安心した生活ができるよ
う災害に強いまちづくりを推進するため、町内の木造住宅
の耐震診断に補助を行っています。
費用　無料　※診断者の交通費1,000円はご負担ください。
※�詳しくは、ホームページをご覧いただくか、
都市計画係までお問い合わせください。

「木造住宅」の耐震診断を「木造住宅」の耐震診断を
してみませんかしてみませんか 対

象
住
宅

①��昭和56年5月31日以前に着工され
た一戸建ての住宅または併用住宅
（住宅部分の床面積が２分の１以上
のもの）

②�平屋建てまたは２階建てのもの
③�在来軸組構法で建築されたもの
④�自己で所有し、居住している住宅

対
象
者

①�町に住民登録している人
②�町税などの滞納がない人

申
請 ９月上旬まで受け付け

■ 建設課都市計画係 ☎64-8322

［日本補聴器工業会ホームページから引用］

�

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
→

０～２個０～２個
現時点での「聴こえ」
は問題ないようです。
３～４個３～４個
耳鼻咽喉科で相談し
てみましょう。
５個以上５個以上
早めに耳鼻咽喉科を
受診しましょう。

▼
対
象
者

▼
申
請
手
続
き

▼
助
成
金
額

町政の動き
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課 係 市外局番0274＋ 　　　　　　　　主な担当業務

総務課
庶務係 74-3131 人事・給与・消防・防災・防犯・交通安全・儀式

行政係 74-3132 行政改革・情報公開・区長会・選挙・広報・文書�

地域魅力化特命室 64-9310 地域の魅力向上と創出・JICA連携・町長特命

企画課
企画調整係 74-3133 まちづくり計画・国際交流・空き家・デマンドタクシー

財政係 74-3134 予算決算・入札契約・町有財産管理・ふるさと納税

情報政策係 74-3135 情報セキュリティ対策・情報化施策

住民課

住民税係 64-8312 個人住民税・法人住民税・国保税・軽自動車税

税務係 64-8313 固定資産税・町税等納税相談および滞納処分

住民係 64-8314 窓口・戸籍・住民基本台帳・年金・パスポート・マイナンバーカー
ド交付

環境係 64-8315 廃棄物・公害・犬・環境衛生

産業課
農林係 64-8319 農林業振興・鳥獣対策・農特産物普及・農業委員会

商工観光係 64-8320 商工業振興・観光・統計

消費生活センター 74-3306 消費者行政

建設課
建設係 64-8321 道路建設・橋梁維持・土地改良・農林道維持管理

都市計画係 64-8322 都市計画・公園管理・開発指導・町営住宅、道路、用地維持管理・
公共物の使用許可・土地開発公社

会計課 会計係 74-3137 収入支出管理・決算・物品管理

水道課
業務係 64-8316 上下水道料金・経営・企画・予算決算・賦課徴収

施設係 64-8317 上下水道事業・浄化槽補助金申請・漏水修理

議会事務局 74-3022 議会・監査事務

教育課
学校教育係 64-8323 教育委員会・小中学校運営管理・教育行政相談窓口
社会教育係 64-8325 生涯学習・青少年育成・社会体育・体育協会・体育施設管理
公民館 公民館予約貸出・文化協会・公民館教室
文化財保護係 64-8324 指定文化財の保存管理・楽山園管理運営・埋蔵文化財包蔵地確認

課 係 市外局番0274＋ 　　　　　　　　主な担当業務

健康課
保健係 67-5159 保健衛生・予防医療・子育て世代包括支援センター

国保係 67-5172 国民健康保険・福祉医療・後期高齢者医療

福祉課
福祉係 67-5162 障害福祉・高齢者福祉・生活保護

こども係 67-5194 子育て支援・児童福祉・保育所・こども園・放課後子ども対策

介護保険係 67-5182 介護保険・介護予防・地域包括支援センター

子育て支援センター 67-5190 子育て支援センター「にこにこキッズかんら」

電話交換を介さず、各係へ直接電話がつながる直通電話が
便利です。ぜひご利用ください。

ご利用ください！ご利用ください！

  にこにこ甘楽 �☎67-7655（代表）　FAX�67-7066（代表）

��甘楽町役場��☎74-3131（代表）　FAX�74-5813（代表）

直 通 電 話
〇〇係です
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地方自治体間の財源の均衡化や財源保障を行う
ため、国から地方へ移管される一般財源です。

町民税（個人）　４億9,765万円
町民税（法人）　　　5,806万円
固定資産税　　７億7,101万円
軽自動車税　　　　5,348万円
たばこ税　　　　　6,000万円

�町税の主な内訳 

■ 一般会計　歳入の特徴
　町税では、定額減税により町民税
は減額となりますが、減収分は国か
らの特例交付金による補填を見込み
ました。一方、固定資産税などは増
額を見込みました。
　また、町税と並んで歳入の根幹で
ある地方交付税や国からの補助金は
増額を見込み、財政調整基金などか
らの繰入金の増額を見込みました。

60億2,300万円
区　分 予算額 前年度比

収益的収入 ２億4,800万円 170万円
収益的支出 ２億4,780万円 240万円
資本的収入 5,000万円 △4,000万円
資本的支出 １億6,240万円 △5,536万円

水
道
事
業

【主な新規事業】�水道管を新しくする工事です。
・県道金井高崎線（堰口橋）� 2,500万円
・町道前田大山線� 3,000万円

～�町民みんなが幸せで
誰もが安心して暮らせるまちづくり�～

区　分 予算額
収益的収入 ４億5,380万円
収益的支出 ４億5,380万円
資本的収入 ２億5,660万円
資本的支出 ２億9,401万円

下
水
道
事
業

【主な新規事業】�下水道管工事とポンプ交換工事です。
・福島、金井地区管渠布設工事� 3,000万円
・マンホールポンプ交換工事（新金井橋ほか）� 2,000万円

※�２億6,805万円を
一般会計から繰
り入れています。

収入
（歳入）

60億2,300万円
（100％）

町税町税
（23.9％）（23.9％）

14億4,020万円14億4,020万円自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

繰越金・その他繰越金・その他（2.7％）（2.7％）

繰入金 （4.3％）繰入金 （4.3％）

使用料・手数料・使用料・手数料・
分担金・負担金分担金・負担金

諸収入（2.5％）諸収入（2.5％）

１億6,656万円１億6,656万円

２億5,864万円２億5,864万円

１億3,074万円１億3,074万円

１億4,936万円１億4,936万円

地方交付税地方交付税
（30.3％）（30.3％）

18億2,370万円18億2,370万円

国庫支出金国庫支出金
（13.8％）（13.8％）

８億2,919万円８億2,919万円

町債（3.8％）町債（3.8％）
２億3,020万円２億3,020万円

地方消費税交付金等地方消費税交付金等
（7.7％）（7.7％）

４億6,450万円４億6,450万円

県支出金（7.5％）県支出金（7.5％）
４億5,376万円４億5,376万円

地方譲与税地方譲与税
（1.3％）（1.3％）
7,615万円7,615万円

(35.6％)(35.6％)

(64.4％)(64.4％)

�地方交付税 

令和６年度から
「官公庁会計（特別会計）」から
「公営企業会計」に移行します！

（2.2％）（2.2％）

水道事業会計 下水道事業会計

町政の動き
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令和６年度予算
　甘楽町第６次総合計画「いきいきかんらプラン・しあわせホームタウン」に基づく施策を中
心とした、令和６年度当初予算が３月議会定例会で可決されました。
　一般会計当初予算額は、総額60億2,300万円で前年度比7.8％減の予算規模となりました。
　町民が安心して生活できるまちづくりに重点を置くとともに、町発足65周年記念事業の各
種イベントや催し物の開催により活気を創出することを目的として予算編成を進めました。

予算書は役場ロビーで閲覧でき
るほか、町ホームページにも掲
載しています。
■ 企画課財政係
　 ☎74-3134

予算の詳細は…

■ 一般会計　歳出の特徴
　主な歳出は、小・中学校、高
校入学応援金の交付をはじめ、
病児・病後児保育事業や小・中
学校の児童生徒の給食費無料化
などの子育て支援施策、町道整備、
公園整備、町発足65周年記念事
業、定住支援策、企業誘致策な
どです。

これまでのまちづくりのために借
りた町債（借入金）の元金と利子の
返済金です。

返済額と残高 （単位：万円）
年度 返済金額 借入金残高 備考
４ ４億4,252 50億2,575 決算額

５ ４億4,046 49億2,878 決算見込み額

６ ４億2,903 47億4,983 当初予算額

�公債費  

会　計　名 予算額 前年度比
国民健康保険事業 14億4,240万円 △9,380万円
介護保険事業 13億1,860万円 △2,770万円
後期高齢者医療 ２億 350万円 2,920万円

合　計 29億6,450万円 △9,230万円

　特別会計の予算額には、一般会計からの繰入金
３億2,843万円が含まれています。

総合計画に基づく
第
６
次

いきいきかんらプラン

支出
（歳出）

60億2,300万円
（100％）

民生費民生費
（30.3％）（30.3％）

18億2,547万円18億2,547万円

総務費総務費
（17.3％）（17.3％）

10億4,350万円10億4,350万円
土木費土木費

（10.7％）（10.7％）
６億4,632万円６億4,632万円

教育費教育費
（12.3％）（12.3％）

７億3,832万円７億3,832万円

衛生費衛生費
（8.1％）（8.1％）

４億8,778万円４億8,778万円

公債費公債費
（7.1％）（7.1％）

４億2,903万円４億2,903万円

農林水産業費農林水産業費
（5.6％）（5.6％）

３億3,956万円３億3,956万円

消防費（5.4％）消防費（5.4％）
３億2,194万円３億2,194万円

商工費（1.8％）商工費（1.8％）
１億  867万円１億  867万円 議会費（1.2％）議会費（1.2％）

7,238万円7,238万円
予備費・労働費・予備費・労働費・

災害復旧費災害復旧費
（0.2％）（0.2％）
1,003万円1,003万円

特別会計

広報かんら／2024.4.15



事業名 予算額 事業内容

町道整備 ２億　173万円
町道生板木・小幡新町線の道路新設に伴う詳細設計を委託する
ほか、スマートインターチェンジへの白倉側アクセス道路の拡
張工事などを行う

狭あい道路後退用地等
整備 457万円 道路（幅４ｍ未満）の後退用地を町が適正に整備・管理できるよ

うに用地の測量と舗装整備を行う

橋梁の維持補修 1,320万円 鵜野神社橋、百々瀬橋、赤谷戸上橋の補修設計業務の委託を行
う

住宅リフォーム補助
→22ページに掲載 200万円 生活環境の向上と地域経済の活性化を図るため、リフォーム経

費の20％（子育て世帯30％）を補助する

公園整備 拡充 １億　110万円 大手門周辺の公園整備工事をはじめ、旧福島幼稚園舎の解体工
事を行う

幹線交通対策
（デマンドタクシー） 1,096万円 交通空白地域住民と交通弱者の移動手段を確保するためデマン

ドタクシーの運行を行う

事業名 予算額 事業内容
農業経営収入保険加入
促進助成金 150万円 農業経営の安定化を図るため、収入保険制度に加入した農業者

に助成金を支給する（３年間限定で加入推進・３年目）

ふるさと甘楽仕送り便 134万円 親元を離れて暮らす町出身の学生に、町内農産物や加工品を無料
で贈り、学生の生活支援と生産者の支援を行う

甘楽ふるさと館等
管理運営 拡充 8,304万円 石油給湯器交換や客室エアコン清掃点検を実施するほか、安定

した施設運営のための委託費を増額

観光イベント 拡充 1,017万円 町発足65周年記念事業として、武者行列、花火大会、プロレス
興行などのイベント内容を拡充して開催する

企業誘致促進事業補助金 1,550万円 新規進出企業や規模拡大企業に固定資産税や下水道受益者負担
金相当額の補助を行う

生分解性マルチ補助 50万円 廃プラスチック対策を目的として、微生物の働きにより分解さ
れる生分解性マルチフィルムの購入補助を行う

有害鳥獣対策 200万円 電気柵などの購入や設置に係る経費の補助を行う

有機農業産地づくり推進
（オーガニックビレッジ） 887万円 

みどりの食料システム戦略推進交付金を活用し、有機農業実施
計画の推進のほか、オリーブの木の有機栽培、有機野菜のPR、
学校給食に有機農産物を使用するなど有機農業を推進する

観光キャンペーン 拡充 563万円 ３月から５月の期間を重点的に観光PRを行うとともに、春と秋
に３大パークなどを巡るシャトルワゴンを運行する

創業支援 拡充 385万円 新たな創業者への支援や事業継続に取り組む店舗、移動販売な
どを対象に器具購入や改修費用などの一部を補助する

住みたい・住み続けたいまち

土地利用・住環境・道路・企業誘致・交通・公園など

令和６年度主要事業の予算額と概要（第６次総合計画分野別）

活力ある産業を育みにぎわいのあるまち

農林業・商工業・観光など

町政の動き
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事業名 予算額 事業内容

可燃ごみ処理委託 1億1,385万円 富岡市清掃センターへ焼却処理を委託する

不法投棄等監視カメラ設置
（貸出）  →14ページに掲載 新規 13万円 不法投棄やルールを守らずごみステーションに出されるごみの

対策として監視カメラを５台購入する
まちづくり定住応援金
→23ページに掲載 拡充 780万円 新たに住宅を取得した人に応援金を交付する

空き家対策
→23ページに掲載 300万円 空き家の除去、リフォームに係る補助金を交付するとともに、

空き家の片付け費用の一部を補助する
奨学金返還支援補助金
→22ページに掲載 300万円 奨学金を返還する社会人に年間最大12万円を５年間助成する

交通安全施設設置 拡充 182万円 地元要望や通学路交通安全プログラムを踏まえ、カーブミラー
などの交通安全施設を設置する

コンビニ交付 新規 934万円 令和６年10月からマイナンバーカードを活用し、住民票や印鑑
証明などをコンビニで交付できるように整備する

事業名 予算額 事業内容

学童保育所の運営 拡充 1,844万円 学童保育所（３カ所）を甘楽町社会福祉協議会へ運営委託。令和
６年度から同時利用で2人目以降の保育料の半額補助を実施

家庭子育て世帯応援金 326万円 保育所などに通っていない０歳から３歳までの子どもを家庭で
子育てする世帯に商工会商品券を交付する

病児・病後児保育 1,224万円 保護者の子育てと就労の両立支援のため、かんら保育園敷地内
で病児・病後児保育を行う

認定こども園・保育園へ
の給付費（施設型給付費） ３億5,149万円 町内在住の園児が通園する町内、町外の教育・保育施設へ運営

費を補助する

小・中・高入学応援金 新規 1,450万円 小・中学校・高校へ入学する児童生徒を対象に入学応援金を支
給する

学校給食費無料化
＜負担軽減額＞ 4,093万円 子育てに伴う家計の負担を軽減するため、小・中学校の児童生

徒の給食費を無料化する
第２子以降の保育料
無料化＜負担軽減額＞ 750万円 子育てに伴う家計の負担を軽減するため、第２子以降の保育料

を無料化する

個別予防接種 拡充 4,482万円 ワクチン予防接種費用を助成する。令和６年度から新型コロナ
ウイルスワクチン接種を定期接種として実施

出産・子育て応援交付金 605万円 妊婦と０歳から２歳までの子育て家庭を対象に伴走型相談支援
の充実を図るとともに、経済的支援を行う

医療費の無料化 拡充 9,860万円 障がい者、ひとり親世帯、０歳から18歳までの医療費を無料化
する。ひとり親世帯は所得制限を撤廃

障害者自立支援 拡充 ４億　408万円 更生医療や生活訓練など、障がい者が自立して生活する上で必
要な支援を行う

笑顔で暮らせる環境にやさしいまち

自然環境・循環型社会・上下水道・地域安全・移住定住など

誰もがつながり支え合う地域福祉のまち�

子育て・高齢者支援・地域福祉・社会保障・介護など
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事業名 予算額 事業内容

英語指導助手の配置 1,888万円 児童生徒の英語教育向上や国際理解教育を進めるため、４人の
外国語指導助手（ALT）を配置する

GIGAスクール・ICT教育 2,373万円 子どもたち一人一人に配布されているタブレットPCを活用しな
がら、資質・能力を育成できるICT教育の環境を整備する

特色ある学校給食の提供 拡充 5,350万円 有機野菜や地元食材の使用を推進し「学校給食の日」、「交流国給
食の日」、「町内企業の日」などの特色ある給食を提供する

アレルギー給食の対応 508万円 全ての児童生徒に安全な給食を提供し給食の時間を楽しめるよ
う、安全性を最優先にアレルギーに対応した給食を提供する

ハルビン市交流 561万円 ハルビン市青年使節団の受け入れと中学生国際交流研修団の派
遣を行う

多文化共生 拡充 101万円 
日本語教室の開催をはじめ、多文化共生への理解を深める取り
組みを実施。令和６年度は、手話言語にも対応できる多言語通
訳システムを１台導入予定

地域伝統芸能への助成 新規 125万円 町発足65周年記念事業として、地域の芸能・文化を継承する団
体へ助成金を支給する

事業名 予算額 事業内容

高齢者スマホデビュー応援 30万円
60歳以上の人を対象にスマートフォンの買い替えや新規契約し
たときに補助金を交付。スマホ教室を開催しデジタル社会に取
り残されないよう支援する

選挙執行経費
→11ページに掲載 1,444万円 ７月に町長選挙・町議会議員再選挙を執行する

公共施設の長寿命化と
利活用

新規 3,766万円 多世代サポートセンター外壁改修工事を行う

新規 4,041万円 小幡小学校校舎外壁補修工事を行う

新規 1,777万円 新屋小学校プール跡地駐車場整備工事を行う

かんらの天水製造・活用 399万円 
「かんらの天水」の製造を通じて、災害への備えやイベントなど
での活用を図る。さらに水源となる森林保全活動として、間伐
と植林を推進。販売収益の一部を教育教材・防災備蓄品の購入
やペットボトルの処理費用に活用する

町発足65周年記念 新規 212万円 町発足65周年記念事業として式典、祝賀会を開催する

デジタル専門人材の受入 新規 560万円 デジタル専門人材を受け入れ、住民の利便性向上と業務の効率
化を推進

豊かな心と自分らしさを育むまち

教育・生涯学習・スポーツ・国際交流・歴史・文化・芸術など

共創による持続可能なまち

地域づくり・行財政運営・地域安全・防災など

町政の動き
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浄化槽設置補助金
　合併処理浄化槽を設置するときの費用の一部
として補助金を交付します。

�
対
象
区
域

次の区域を除く町内全域
・公共下水道事業計画区域
・農業集落排水事業整備区域

対
象
者

・�住宅などを新築・増築し、新しく合併処理
浄化槽を設置する人

・�住宅などのくみ取り槽または単独浄化槽か
ら転換し、合併処理浄化槽を設置する人

補
助
金
額

・�合併処理浄化槽の人槽区分により補助金額
は異なります。また、転換の場合、宅内排
水設備の補助が加算されます。

　　
公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
が

新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
区
域
内
の

家
庭
で
は
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
の
汚

水
を
直
接
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
が
完
成
し
処
理
区
域
に

な
る
と
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場
合

は
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
下
水

道
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
と
き
は
、
工

事
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
町
が
指
導

を
行
っ
て
い
る「
指
定
工
事
店
」へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。「
指
定
工
事
店
」以

外
の
業
者
が
工
事
を
す
る
こ
と
は
条
例

に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

業者は見積り合わせを
して選定しましょう。

「指定工事店」
はこちらで確
認できます→

��

供
用
開
始
区
域
を
告
示

��

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

��

工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

【例】��単独処理浄化槽（５人槽）から合併処理浄
化槽（５人槽）へ転換するときの最大金額

金　額
浄化槽設置補助 279,000円
転換加算分 300,000円
補助金額合計 579,000円

宅内排水設備工事費補助金
　浄化槽などから下水道に接続するときの
工事費用の一部として補助金を交付します。

�

対
象
者

・�町内在住で、建物の所有者や所有者
の同意を得た使用者

対
象
経
費

・�住宅のくみ取り槽や浄化槽（合併・単
独）から下水道に接続するための宅内
排水設備工事に要する費用

補
助
金
額

・�上限３万円
※�ただし、申請時に同居する中学生以
下の児童がいる場合は上限５万円

対
象
期
間

・令和６～８年度の３年間
※�令和９年３月末日までに工事が終わ
るものに限る

公共下水道供用開始区域が広がりました！

拡大区域　 大字福島・白倉・庭谷の一部
3.6ヘクタール

（下水道の使用できる区域）

�宅内排水設備
工事費補助金→

�←浄化槽設置補助金

住
み
よ
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

■�

水
道
課
業
務
係
☎
(64）
８
３
１
６
・
施
設
係
☎
(64）
８
３
１
７

１ヘクタールは、
100ｍ×100ｍだよ

期間を延長します！
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甘 楽 町 ２億9,347万0千円
富 岡 市 ９億8,856万0千円
下仁田町 ２億5,415万5千円
南 牧 村 8,582万1千円

甘 楽 町 1,606万9千円
富 岡 市 １億3,210万0千円

●歳出
科　目 予算額 比率（％）
議　会　費 81万8千円 0.0
総　務　費 6,114万6千円 2.5

① 衛　生　費 1億1,496万1千円 4.7
② 消　防　費 20億6,135万0千円 83.6
③ 教　育　費 1億　150万1千円 4.1

公　債　費 1億1,651万5千円 4.7
予　備　費 1,000万0千円 0.4
合         計 24億6,629万1千円 100.0

●歳入
科　目 予算額 比率（％）

分担金・負担金 16億2,200万6千円 65.8
使用料・手数料 2,242万2千円 0.9
県�支�出�金 32万6千円 0.0
財�産�収�入 1千円 0.0
繰　入　金 216万7千円 0.1
繰　越　金 830万0千円 0.3
諸　収　入 576万9千円 0.2
組　合　債 ８億　530万0千円 32.7
合         計 24億6,629万1千円 100.0

●歳出
科　目 予算額 比率（％）

衛　生　費 1億5,816万0千円 87.0
公　債　費 1,873万0千円 10.3
予　備　費 500万0千円 2.7
合         計 1億8,189万0千円 100.0

●歳入
科　目 予算額 比率（％）

分担金・負担金 1億4,816万9千円 81.5
使用料・手数料 750万0千円 4.1
財�産�収�入 4万8千円 0.0
繰���入���金 1,798万0千円 9.9
繰���越���金 200万0千円 1.1
諸���収���入 619万3千円 3.4
合         計 1億8,189万0千円 100.0

　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合は、甘楽
町・富岡市・下仁田町・南牧村の４市町村が各
市町村の一部の事務を共同で処理するために、
設置している一部事務組合です。
　共同処理として、富岡甘楽消防本部や富岡看
護専門学校、休日診療所（救急医療対策事業）の
運営などの業務を行っています。

　また、衛生管理センター事業は甘楽町・富岡
市の２市町で、し尿処理施設管理事業と水質検
査事業を行っています。
　そのため、共同処理に必要となる費用を４市
町村、あるいは２市町で負担しています。
■��富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
　　　　　　�事務局総務課�☎62ｰ5261
　　　　　　�環境施設課　�☎64ｰ1241

▼一般会計予算 ▼衛生管理センター事業特別会計予算

■�業務内容（共同処理）

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合

◀新施設の紹介は左ページをご覧ください。

令和６年度
予 算 概 要

内
訳

内
訳

① 衛生費
　�休日診療所や休日歯科診療所の運営のた
めの委託費や補助金など

② 消防費
　�消防本部や甘楽分署などの運営、維持管
理の費用など。現在、富岡市一ノ宮に建
設中の富岡甘楽消防本部の建設費用も含
まれます。

③ 教育費
　富岡看護専門学校の運営費など

富岡消防署甘楽分署富岡消防署甘楽分署

町政の動き
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　富岡市田篠の「衛生管理センター」は、甘楽
町・富岡市内の浄化槽汚泥やし尿の処理を行っ
ています。昭和53年から運転を始めた旧施設
の老朽化が進んだため、令和３年度から５年度
にかけて新施設「汚泥再生処理センター」の建設
工事を実施しました。
　新施設は、旧施設の東側（福島地内・旧ウォー
ターランド跡地の一部）に完成し、本稼働を開
始しました。建物は、地下１階、地上２階建て
の鉄筋コンクリート造で、屋根には瓦を使用し
ています。
　安定的・効率的な処理機能を有した最新の設
備により、安全・安心な運転を行います。

■�富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
　 環境施設課 ☎64ｰ1241

衛生管理センター（汚泥再生処理センター）
完成しました

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合

　下記の日程で、立候補の手続きなどに関す
る説明会を開催しますので、立候補を予定し
ている人や関係者はご参加ください。
■ 日　時　５月23日（木）　午後１時30分～
　　　　　　　　　　　　��（２時間程度）
■ 場　所　役場　２階　大会議室
■ 問合せ　選挙管理委員会（総務課行政係）
　　　　�　☎74-3132

投票日は　月　日（日）
町長選挙・町議会議員再選挙町長選挙・町議会議員再選挙

【�7月２日（火）告示�】

　
ス
ー
パ
ー
を
展
開
す
る
株
式
会
社
ツ
ル

ヤ（
長
野
県
小
諸
市
）が
、
福
島
地
区
に
開

業
を
予
定
し
て
い
る
商
業
施
設「
か
ん
ら

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
」の
地
鎮
祭
が
３

月
５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

茂
原
町
長
は「
町
内
は
も
ち
ろ
ん
近
隣

か
ら
も
期
待
が
高
い
施
設
で
、
地
域
の
人

が
楽
し
く
買
い
物
で
き
る
よ
う
、
オ
ー
プ

ン
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
」と
来
賓

代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

福
島
地
区
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
商
業
施
設

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

　町選挙管理委員会は、任期満了（7月22日）
に伴う「町長選挙」、町議会議員２人（欠員）の
「町議会議員再選挙」の投票日を7月7日（日）に
決定しましたので、お知らせします。

立候補予定者等説明会のご案内

７ ７

搬入を開始した様子搬入を開始した様子
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家族介護者教室

コグニサイズ

おたっしゃ会

筋トレ教室

　

介
護
保
険
制
度
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ま
た
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く

目
的
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
町
の
介
護
保
険
事
業
計
画

　
町
の
介
護
保
険
事
業
は
、
平
成
12
年

に
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
３
年
ご
と
に

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」を
定
め
、
そ
の
計
画
に

基
づ
い
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
新
た

に
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
の
３
年
間

の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
主
な

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

▼基本理念の実現に向け、４つの基本目標を設定し施策や事業を推進します。

　　　　　　　　健康づくり・介護予防に取り組みやすい環境づくり健康づくり・介護予防に取り組みやすい環境づくり
　一人一人が、それぞれの状況に合った健康づ
くりと介護予防に主体的に取り組みやすく、楽
しみながら活かせる環境をつくり、充実を図り
ます。

　　　　　　　　いきいきと暮らす・活動する地域づくりいきいきと暮らす・活動する地域づくり
　高齢者の知識・技術や経験を地域社会の中で活
かし、地域の担い手として活躍しやすい体制づく
りを推進し、それぞれの望む暮らし方や生きがい
のある暮らしの実現が図られるよう支援します。

　住み慣れた地域で安全に安心して暮らし続けられる
よう、地域ぐるみの仕組みづくりとその充実に努めま
す。また、暮らしを支える基盤としての医療体制の確
保と在宅医療、介護サービスの切れ目のない、一体的
な提供に努めます。

　介護保険サービスの充実・強化と円滑な実施を図
ります。在宅介護への支援と家族などの心身の負担
軽減、介護に関わりやすい環境づくりを推進します。
また、介護サービスの質向上、介護人材の確保、介
護の現場での作業生産性の向上の促進を図ります。

基本目標１

　　　　　　　　安全・安心に暮らし続けるための仕組みづくり安全・安心に暮らし続けるための仕組みづくり

　　　　　　　　介護保険制度の円滑な運営介護保険制度の円滑な運営

甘楽町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た�

■�

福
祉
課
介
護
保
険
係・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（67）
５
１
８
２

基本目標２

基本目標３

基本目標４

基本基本
理念理念

安心して��いきいきと暮らせる��まちづくり
　－�共に支え合い　みんなでつくる　福祉のまち�－

計
画
の
基
本
的
な

枠
組
み
を
紹
介
す
る
よ

�計画書は町ホーム
ページに掲載して
います↓

町政の動き
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介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
ご
と
に
見
直
し
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
費
総
額
約
39
・
２
億
円
へ

　
高
齢
者
人
口
の
推
移
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
状
況
や
需
要
を
見
据
え
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
推
計
し
た
結
果
、

計
画
期
間
中
の
３
年
間
に
必
要
な
保
険

給
付
費
な
ど
は
約
39
・
２
億
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

● 

新
し
い
介
護
保
険
料
の
決
定

　

保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
費
の

23
％
相
当
分
を
町
の
65
歳
以
上（
第
１

号
被
保
険
者
）の
人
の
保
険
料
で
ま
か

な
う
よ
う
計
算
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
預
金
で

あ
る
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
保
険

料
の
抑
制
に
努
め
、
基
準
額
を
年
額

６
９
，０
０
０
円
と
し
、
こ
の
基
準
額

を
基
に
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
を
定
め

ま
し
た
。
本
計
画
で
は
、
所
得
段
階
区

分
を
今
ま
で
の
９
段
階
か
ら
13
段
階
に

細
分
化
し
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図

り
ま
す
。
な
お
、
第
１
か
ら
第
３
段
階

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
一
部
を
国
・

県
・
町
が
負
担
す
る
軽
減
措
置
を
実
施

し
ま
す
。

　　

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

甘楽町「基準額」の

算出イメージ

群馬県

国

３年間の
介護保険事業費

　�第２号被保険者
�（40～64歳）の保険料

介護保険料基準額
＝年額69,000円
  （月額 5,750円）

令和６～８年度の第１号被保険者（65歳以上）の介護保険料
段階 対象者 保険料率 保険料（年額）

第１段階 生活保護を受けている人・世帯全員が町民税非課税で、
本人の「公的年金等収入＋合計所得金額」が80万円以下の人 0.285 19,665

第２段階 世帯全員が町民税非課税で、本人の
「公的年金等収入＋合計所得金額」が

80万円を超え120万円以下の人 0.485 33,465

第３段階 120万円を超える人 0.685 47,265

第４段階 本人が町民税非課税（同一世帯内に
町民税課税者がいる）で、本人の「公
的年金等収入＋合計所得金額」が

80万円以下の人 0.9 62,100

第５段階 80万円を超える人 1.0 【基準額】
69,000

第６段階

本人が町民税課税で、
合計所得金額が

120万円未満の人 1.2 82,800

第７段階 120万円以上210万円未満の人 1.3 89,700

第８段階 210万円以上320万円未満の人 1.5 103,500

第９段階 320万円以上420万円未満の人 1.7 117,300

第10段階 420万円以上520万円未満の人 1.9 131,100

第11段階 520万円以上620万円未満の人 2.1 144,900

第12段階 620万円以上720万円未満の人 2.3 158,700

第13段階 720万円以上の人 2.4 165,600

３年間の第１号３年間の第１号
被保険者数　被保険者数　
13,604人13,604人

第１号被保険者
（65歳以上）の

保険料

÷÷

約９億円約９億円

＝＝
12.5％12.5％

25％25％

12.5％12.5％
23％23％

27％27％

●�

保
険
料
決
定
の
通
知
に
つ
い
て

　
個
人
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
今
年
度
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
通
知
書
を
７
月

中
に
発
送
し
ま
す
。

約39.2億円 ９段階

13段階

保
険
料
引
き
下
げ

保
険
料
引
き
上
げ
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vol.166

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

住宅用太陽光発電設備

■�問合せ先　住民課環境係�☎64-8315

「蓄電池」設置費補助金制度

不法投棄対策に
監視カメラを貸し出します

　町では、不法投棄の未然防止や正しいごみ出
しルールを守ってもらうため、行政区を対象に
監視カメラの貸し出しを行います。

対象対象
行政区。設置を希望される場合は、各区長より
申請をお願いします。

設置期間設置期間
１カ月程度
※�継続して監視が必要な場合は、期間を延長で
きます。ただし、他の地区から設置の要望が
ある場合は延長はできません。

注意事項注意事項
〇�現在、町で保有している監視カメラは５台
です。申請のタイミングによっては、設置
するまでにお待ちいただく場合があります。

〇�設置場所の所有者や管理者の承諾を得てく
ださい。

〇�ごみステーションに設置する場合は、区域
内の利用者の承諾を得てください。

〇�監視カメラの設置および撤去、画像などの
管理は町が行います。なお、画像の閲覧は
特別な場合を除きできません。

〇�交通に支障を来す場所や固定物がないなど、
申請場所に設置できない場合があります。

　町では地球温暖化対策などの一環として地球
環境に負荷の少ない太陽光エネルギーの利用を
促進し、住宅用太陽光発電設備「蓄電池」を設置
した人に、その費用の一部を補助します。
対象となるシステム対象となるシステム
①住宅用太陽光発電設備「蓄電池」
②容量の合計が１kwh以上ある蓄電池
③未使用品であるもの
④設置などの完了日から10カ月以内のもの
補助対象者補助対象者
①�町内に居住し、住宅などに蓄電池を設置した人
②町税などの滞納がない人
補助金額補助金額
１kwh当たり…１万円（上限５万円）

申請方法申請方法
申請書に必要書類を添えて環境係へ
提出してください。

 

◀
対
象
の
蓄
電
池

詳しくはこちら→

ご利用ください
ご利用ください

『太陽光パネル・蓄電池』
共同購入参加者募集中！

応 募 期 間
９月３日まで

　県では、みんなで集まり安心・おトクに購
入できる、太陽光発電パネル・蓄電池の共同
購入事業を実施します。まずは、数分の無料
参加登録で設置費用をご確認ください。
■�問い合わせ　みんなのおうちに太陽光事務局
☎0120-698-300（平日：午前10時～午後６時）

町政の動き

詳しくは
こちら→
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氏　名 夫
妻 地　区

鶴田 清
鈴子 天引

　　　　　　　　　　　（敬称略）

金金
婚婚

　結婚50周年（金婚式）を
迎えたご夫婦に慶祝状と
記念品を贈呈しました。

■ 福祉課福祉係 ☎67-5162

～�おめでとうございます�～

ご
存
知
で
す
か

ご
存
知
で
す
か

　
　
　
　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
　
　
　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
20
歳
以
上
の
学
生
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
申
請
す
る
人
や
通
う
学
校
な

ど
に
変
更
の
あ
る
人
は
、
下
記
に
記
載

の
必
要
な
も
の
を
準
備
し
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
度
に
承
認
を
受
け
て
い
る

人
に
は
、
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
、
は
が
き
形
式
の
申
請
書
が
届
き

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に

は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■  

問
い
合
わ
せ

　

 

高
崎
年
金
事
務
所　

　

 

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

対象者
・学生納付特例対象校（※左参照）に在学している人
・�本人の前年所得が128万円＋（扶養親族の人数×38万円）
以下の人、または失業などの理由がある人

承認期間
令和６年４月～令和７年３月までの１年間
※�過去の保険料は申請日から２年１カ月前までさかのぼっ
て申請できます。

手続きに
必要なもの

・年金手帳または個人番号のわかるもの
・学生証の写しまたは在学証明書（在学期間のわかるもの)
・�失業した人が申請する場合は失業したことを確認できる
もの（雇用保険被保険者離職票など）

��「
学
生
納
付
特
例
対
象
校
」

「
学
生
納
付
特
例
対
象
校
」

の
確
認
は
こ
ち
ら
か
ら
→

の
確
認
は
こ
ち
ら
か
ら
→

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　
　

��　
■�

住
民
課
住
民
係
☎
(64）
８
３
１
４

　防災行政無線で放送した最新の内容を電話で確認で
きます。放送内容をもう一度確認したい場合にご利用
ください。　　　　　　�■ 総務課庶務係 ☎74-3131

防災行政無線の防災行政無線の
自動音声応答サービスを自動音声応答サービスを
ご利用くださいご利用ください

　町内に引き続き５年以上お住ま
いのご夫婦で、婚姻の届出後50年
が経過した日以後、いつでも申請
することができます。

甘楽町役場から
お知らせします。

今の放送内容は
なんだったの？

☎0274-74 -6466☎0274-74 -6466
（通話料がかかります）（通話料がかかります）

防災行政無線テレホンサービス防災行政無線テレホンサービス
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

　甘楽の空を彩る『かんらDEアンブ　甘楽の空を彩る『かんらDEアンブ
レラスカイ』を今年も開催します。レラスカイ』を今年も開催します。
　赤・青・緑・黄色・ピンクなど約　赤・青・緑・黄色・ピンクなど約
430本、85ｍ続くカラフルな傘のト430本、85ｍ続くカラフルな傘のト
ンネルが楽しめます。ンネルが楽しめます。
　期間限定です。ぜひこの機会に、　期間限定です。ぜひこの機会に、
あなただけのとっておきの１枚を写あなただけのとっておきの１枚を写
真に収めませんか。真に収めませんか。
■ 問い合わせ　産業課商工観光係■ 問い合わせ　産業課商工観光係
　　　　　　 　☎64ｰ8320　　　　　　 　☎64ｰ8320

青少推

家
族
で
ね　
話
そ
う
聞
こ
う　
今
日
の
こ
と　
　
　
（
福
島
小
５
年　
吉
井
あ
か
ね
）

つ
な
げ
よ
う　
ワ
イ
フ
ァ
イ
よ
り
も　
心
の
輪　
　
（
甘
楽
中
１
年　
清
水
海
美
）

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
令
和

５
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の
最
優
秀

賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
５
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

北島兄弟 歌謡ショー

■�問い合わせ　町文化会館 ☎74-7000
　 　 k-bunka@town.kanra.lg.jp

    月　   　   日（土）
１回目　12：00　開演
２回目　16：00　開演
※各回、開場は開演30分前です。

甘楽町文化会館
3,500円（当日券500円増し）

　　月　　日（土）

※未就学児の入場はご遠慮ください。

町発足65周年記念事業町発足65周年記念事業

友の会員：午前９時～
 一 般：午後１時～
電話予約：午後３時～

『かんらDEアンブレラスカイ～上を向いて歩こう～』『かんらDEアンブレラスカイ～上を向いて歩こう～』
４月20日（土）～５月31日（金）　甘楽総合公園内４月20日（土）～５月31日（金）　甘楽総合公園内

チケット発売開始

７７ ６６ 全席指定

６

日　時

会　場
入場料

４
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

入選作品に曲をつけ発表。写真は桑原さんとコールオリーブ

思い込めた詩が歌に
� ふるさとコンサート
　第34回甘楽町ふるさとコンサートが２月25日に文化会
館で開かれ、童謡作詩コンクールの入賞作品の発表と表彰
式が行われました。
　町内小中学生を対象とした同コンクールには、日常生活
で感じたことを素直に表現した作品や、希望に満ち溢れた
表現力豊かな作品311点の応募がありました。
　かぶらマンドリンクラブ、コールオリーブ、さくらコー
ラス、グリーンホーンズオーケストラがそれぞれ入選作品
に曲をつけて発表したほか、各団体の演奏や合唱も披露さ
れました。また、富岡市民吹奏楽団がゲスト出演し、同楽
団と交流のある甘楽中学校吹奏楽部有志も加
わり重厚感ある演奏が行われました。

【入選者】左から中島さん、桑原さん、斎藤さん

入　　選
紙飛行機 斎藤真優（新屋小６年）
いろえんぴつ 落合紗季（小幡小６年）
僕の住んでいる甘楽町 桑原歩翔（甘楽中１年）
一日 中島千菜乃（甘楽中１年）

佳　　作
さんぽ 茂原悠真（小幡小６年）
星 宮寺心海（新屋小４年）
今日の空 久保田隆之修（小幡小６年）
サッカー 茂原洸貴（小幡小６年）
楽しい夏 桑原琉華（小幡小４年）
私の心 堀口栞那（甘楽中１年）
大きな空 松本紗奈（甘楽中１年）
言葉 石井香奈美（甘楽中１年）
おひさまは今日もかんがえる 渡邉莉央（甘楽中１年）
たんぽぽの綿毛 熊井戸快吏（甘楽中２年）

家庭の力考える　家庭の日推進大会
　第17回かんら家庭の日推進大会（町青少年育成推進員連絡協議会・町教育委員会
主催）が３月3日、文化会館で開かれました。
　大会は、生活の基盤で家族の心のよりどころでもある「家庭」の役割を改めて考え、
青少年が自身の行動に責任と社会の一員として自覚を深めることを目的として実施
するもので、町内小中学生を対象とした「家庭の日」「少年
の日」の標語や作文など各種コンクールの表彰式が行われ
ました。
　また、アトラクションとして甘楽中学校吹奏楽部の演
奏が披露されました。

入賞作品はこちらから→

◎童謡作詩コンクール入賞者（敬称略・学年は令和5年度）

推進大会の様子や
入賞した標語・作文はこちらから→

◀
各
部
門
の
最
優
秀
賞
の
皆
さ
ん

「家庭の日」標語

「少年の日」標語「家庭の日」作文
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　福島小学校の２年生24人によるコンビニエンスストアへの駆け込
み訓練が３月５日、セブン-イレブン甘楽福島店で行われました。
　訓練は下校時の設定で８人ずつ３班に分かれて行われ、突然、不
審者に声を掛けられた児童は、助けを求めて同店に駆け込みました。
店員は子どもたちを保護し落ち着かせながら不審者の特徴や被害内
容を聞き取り、110番通報で駆けつけた警察官に引き継ぎました。

助けを求めてコンビニに　駆け込み訓練

「写真を撮ってあげる」と声を掛けられる児童

警察官に状況を説明する店員と児童

　齋藤穂乃さんは「逃げながら犯人の特徴を少しだけ覚え、
友達と協力してお店の人に伝えられました。本当に不審者
に声を掛けられたら、今日と同じように助けを求めたいと
思います」と話しました。
　今回の訓練は、町と株式会社セブン-イレブン・ジャパ
ンが「地域見守り事業に関する協定」を締結したことを受け
実施されたもので、町教育委員会、富岡警察署も加わり、
緊急時の連携を確認し合いました。

学びやを巣立ち　新たな世界に
　甘楽中学校第８期生93人の卒業式が３月13日に同校体育
館で行われました。卒業生による答辞や合唱が行われると涙
をぬぐう卒業生の姿もあり、厳粛な中にも感動的で温かい雰
囲気があふれていました。
　式典終了後、卒業生は先生や友人に
寄せ書きをもらったり、別れを惜しみ
写真を撮ったりするなど『最後の時』を
過ごし、３年間思い出を刻んだ学びや
に笑顔で別れを告げ、新たな決意とと
もにそれぞれの新しい世界へ歩み出し
ました。

卒業記念合唱曲『３月９日』

▲在校生に見送られ退場する卒業生
◀卒業証書を手に笑顔でジャンプ
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　笹森稲荷神社の春季例
大祭が３月９・10日に
行われました。9日には
子どもたちによる稚児行
列、屋台などがお囃

は や し
子の

音とともに福島地区を練
り歩きました。翌10日
には露店市が開催され、
今年も大勢の人でにぎわ
いました。

お囃
はや

子
し

の音とともに　笹森稲荷神社�春季例大祭

　国指定名勝�楽山園の「春の茶会」が３月17日、園内
の凌雲亭で先着150人限定で開かれました。
　茶席を初めて体験する人には基本的なマナーの説明
が丁寧に行われるなど和やかな雰囲気の中、茶道裏千
家篠原社中の皆さんが点

た
てたお茶を楽しみました。茶

席後には、茶人としても知られていた織田氏が築いた
庭園を春の訪れを感じながら散策する人もいました。

甘楽に春の訪れ　観光キャンペーンはじまる

　「男性健康料理教室」が３月13日、にこにこ甘楽の調理室で開かれ
ました。参加者は、和気あいあいとした雰囲気の中、協力し合いながら、
この日の献立「まぐろ漬け」や「筍

たけのこ
と人参のおすまし」、「あさりとほう

れん草の炒めもの」を完成させました。
　この教室は、男性の社会参加や料理を通して健康的な食生活を学
ぶことを目的とし、毎回、栄養士や保健師が栄養バランスや健康に
ついて講話をした後に調理を行い交流しています。毎月１回（原則第
３水曜日）開催しており、次回は４月17日を予定しています。参加
申し込みは健康課保健係（☎67-5159）まで。

料理を楽しんで交流　男性健康料理教室

　また、「甘楽の雛祭り」が旧甘楽第二中学校校舎をメ
イン会場に町内５カ所で始まり、４月14日まで展示
されています。多くの人が、時代や作者によって異
なる表情に見入ったり写真を撮ったりするなど、約
2,000体のお雛様が訪れる人を楽しませています。
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46.1%

51.2%

34.2%

29.4%

13.0%

12.3%

9.5%

34.8%

29.3%

35.5%

41.2%

31.5%

45.6%

21.4%

19.1%

19.5%

30.3%

29.4%

55.5%

42.1%

69.1%

甘いものとＢＭＩ

金井駐在所
林　昌宏さん

健
康
か
ん
ら
21（
第
４
次
）を
策
定
し
ま
し
た

■�

健
康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス�　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
計
画「
健

康
か
ん
ら
21（
第
３
次
）」の
見

直
し
を
行
い
、
第
４
次
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
見
直
し
に
あ

た
り
現
状
把
握
の
た
め
、
皆
さ

ん
に
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

▼
20
代
女
性
の
約
60
％
、
80
代

男
性
の
約
30
％
に
低
栄
養
傾
向

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
20
以
下
）が
み
ら
れ
ま

し
た
。
若
い
女
性
の
痩
せ
は
不

妊
症
や
骨
粗
し
ょ
う
症
、
高
齢

者
の
痩
せ
は
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
肥
満

だ
け
で
な
く
、
痩
せ
て
い
て
も

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
リ

ス
ク
を
高
め
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。【
表
１
】

▼
減
塩
に
取
り
組
ん
で
い
る
20

～
40
代
は
約
10
％
で
し
た
が
、

70
代
で
は
半
数
以
上
の
人
が
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
若
い
う
ち

か
ら
減
塩
を
心
掛
け
、
将
来
、

高
血
圧
に
な
る
こ
と
を
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。【
表
２
】

▼
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
全

く
し
て
い
な
い
人
が
16
・
６
％

い
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
た
め
に
も
、
主
食
・
主

菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食

事
を
１
日
２
回
以
上
食
べ
ま

し
ょ
う
。【
表
３
】

連載
№166

新
生
活
時
期
に
お
け
る

 

痴
漢
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
群
馬
県
警
察
で
は
、
痴
漢
・

盗
撮
な
ど
の
犯
罪
被
害
の
防
止

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

犯
罪
被
害
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
な
い「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー（
行
動
す
る
傍
観

者
）」へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
声
を
出
す
こ
と
の
で

き
な
い
状
況
や
意
思
疎
通
が

困
難
な
人
で
も
S
O
S
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る「
ヘ
ル
プ

ミ
ー
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
」を
知
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
か
ら
一
人
で

も
多
く
の
人
を
救
え
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調査対象者：�町内の20～89歳男女計1,000人（無作為抽出）
有効回答率：46.３％

20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

０％　　　　　20％　　　　　�40％　　　　　　60％

０％　　20％　　　40％　　　�60％　　　80％　　�100％

20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

22.5%

24.4%

27.5%

28.6%

34.6%

41.7%

61.9%

32.5%

8.6%

11.4%

25.0%

14.3%

14.3%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

～
栄
養
・
食
生
活
編
～

ヘルプミーヘルプミー
ハンドサインハンドサイン

1  親指を内側に折り、1  親指を内側に折り、
『４』を作る『４』を作る

2  そのまま親指を2  そのまま親指を
　 握り『グー』を作る　 握り『グー』を作る

“助けて”を伝えるサイン！
困った時は迷わず助けを求めて！
このサインに気付いたら、声を掛け
たり通報するなど積極的な行動を！

３回３回
16.4％16.4％

２回２回
35.2％35.2％

１回１回
29.6％29.6％

していないしていない
16.6％16.6％

無回答2.2％無回答2.2％

男性
女性

【表１】 低栄養傾向（BMI20以下）

【表２】 減塩のために薄味を心掛けていますか？

【表３】 １日何回、主食・主菜・副菜を考えた
バランスの良い食事をしていますか？

している　　どちらかといえばしている　　していない
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NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時

70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶お知らせ
　【４月の休館日】
　１日（月）、８日（月）、15日（月）、22日（月）、
　30日（火）

甘楽町は、令和６年に町制施行65周年を迎えました。
町内の景色の移り変わりを見てみましょう。

町発足65周年

昭和49年、金井の交差点に信号機が設置されました。接続道路
から右折して国道へ進入した場合、交差点内の一時停止線で止
まり、進行方向の信号が青になるまで待つ変則的な信号でした。

▶2024・第66回「こどもの読書週間」

中学生　指定図書の部
＜群馬県第２位＞

中野　栞さん（甘楽中１年）

▶甘楽郡読書感想画・最優秀作品

標　語　ひらいてワクワク　めくってドキドキ
期　間　４月23日（火）～５月12日（日）

▶かんらまち電子図書館　新作入荷！
スマホなどで読め、いつでもあなたのそばに。

世 帯 5,120
(15)

人 口 12,479
(10)

男 6,194
(６)

女 6,285
(４)

転 入 42

転 出 23

出 生 ５

死 亡 14

２月29日現在
（前月末比）

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
と

震
度
四

井
上�

荒
野�

著
／
淡
交
社

秘
密
の
花
園

朝
井�

ま
か
て�

著
／

日
本
経
済
新
聞
出
版

感
動
す
る
物
理

ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス

今
が
見
え
て
く
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
50
州
図
鑑

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ハ
ー
ラ
ン�

監
修

ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
の

友
だ
ち
を
つ
く
ろ
う
！

臼
井�

儀
人�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
原
作

／
双
葉
社

５
ふ
ん
だ
け
ち
ょ
う
だ
い

ジ
ル
・
マ
ー
フ
ィ�

作
・
絵
／

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

少年は空に取りつかれた 古本とお菓子がつなぐ
あったか短編集

やっぱり、うどんだいねぇ準備のタイムスケジュー
ルがすごい！

メリークリスマス！
ハリポタ初の公式図鑑

12がつになりました。うさぎ
さんはじゅんびをはじめます

食の道具をめぐる、短編集 200年の時を経て、作家
の本分に迫る

大谷選手がいる州はどこ
でしょう？

世界の物事は、すべて物
理で説明できる?!

ぞうママはゆっくりお風
呂にはいりたいけど…

おシリあいになるひけつ
おしえちゃうゾ！

昭和49年昭和49年

祝

現在現在

写真で振り返る65年のあゆみ Part3

金井金井
交差点交差点

「得てきたもの」
書名�『手で見るぼくの世界は』

No�imageNo�image

No�image
No�image

No�imageNo�image
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甘
楽
町
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

（
か
ん
ら
未
来
人
財
応
援
事
業
）

　

町
内
に
定
住
ま
た
は
町
内
企
業
に
勤

務
す
る
人
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま

す
。

対
象
者  

▼
大
学
・
短
大
・
専
修
・

大
学
院
を
卒
業
し
、
日
本
学
生
支
援
機

構
か
ら
貸
与
さ
れ
た
奨
学
金
を
返
還
し

て
い
る
人

▼
町
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
町
内

企
業
に
正
規
雇
用
さ
れ
勤
務
す
る
人

▼
４
月
１
日
現
在
で
30
歳
未
満
の
人

※
公
務
員
を
除
き
ま
す
。

助
成
金
額
　
年
度
内
に
返
還
し
た
奨
学

金
の
２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
最
長
５
年
間
支
援
）

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
町
内

企
業
に
勤
務
す
る
人 

…
12
万
円

②
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
外
企
業
に

勤
務
す
る
人 

… 

10
万
円

③
町
外
に
住
所
を
有
し
、
町
内
企
業
で

勤
務
す
る
人 

… 

２
万
円

申
請
受
付
期
限　
９
月
30
日
㈪

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係　

☎
(74)
３
１
３
３

甘
楽
町
若
年
者
ふ
る
さ
と
就
職

支
援
事
業
補
助
金

　

新
卒
者（
卒
業
後
３
年
以
内
・
外
国

人
を
含
む
）を
雇
用
し
た
事
業
主
と
本

人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件

《
新
規
採
用
者
の
要
件
》　

▼
前
年
10
月
か
ら
本
年
９
月

30
日
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
人　

▼
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
町

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人　

▼
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
町
内
事
業
所

で
就
業
し
た
人　

▼
事
業
主
と
３
親
等
以
内
の
親
族
関
係

に
な
い
人　

▼
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

《
事
業
主
の
要
件
》　

▼
対
象
者
を
６
カ
月
以
上
町
内
の
事
業

所
で
雇
用
し
て
い
る
事
業
主　

▼
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主（
見
込
み

も
含
む
）　

▼
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
事
業
主

▼
清
算
、
破
産
、
再
生
手
続
き
中
や
暴

力
団
関
係
者
で
は
な
い
事
業
主

補
助
金
額　

▼
本
人
：
10
万
円

▼
事
業
主

〇
大
学
・
短
大
・
専
修
・
大
学
院
の
新

卒
者
を
雇
用
…
１
人
当
た
り
25
万
円

〇
高
校
の
新
卒
者
を
雇
用
…
１
人
当
た

り
10
万
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ

産
業
課
商
工
観
光
係

☎
(64)
８
３
２
０

甘
楽
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
補
助
金

　

町
内
の
業
者
を
活
用
し
て
自
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
に
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

《
申
請
者
の
要
件
》

▼
町
内
に
築
５
年
以
上
の
住
宅
を
所
有

し
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
人

▼
右
記
住
所
で
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人

▼
過
去
に
、
本
事
業
お
よ
び
甘
楽
町
住

環
境
改
善
助
成
事
業
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
人

《
申
請
者
お
よ
び
同
居
し
て
い
る
共
有
者

（
住
宅
の
共
有
名
義
の
所
有
者
）の
要
件
》

▼
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い
こ
と

対
象
住
宅　
補
助
金
対
象
者
が
所
有
し

居
住
す
る
築
５
年
以
上
の
住
宅

申
請
受
付
期
間

４
月
１
日
㈪
〜
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

※
予
算
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

対
象
工
事

（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

▼
内
装
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
外
壁
の
塗

装
な
ど
の
生
活
環
境
向
上
を
目
的
と
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

▼
町
内
の
業
者
（
法
人
は
本
店
が
町
内

に
あ
る
業
者
）
に
発
注
す
る
工
事
で
あ

る
こ
と

▼
補
助
対
象
の
工
事
費
用
が
10
万
円

（
税
込
み
）
以
上
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
る
ま
で

工
事
に
着
手
し
て
い
な
い
こ
と

▼
令
和
７
年
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
工
事

完
了
報
告
が
で
き
る
こ
と

補
助
金
額

《
補
助
率
》
補
助
対
象
の
工
事
費
用
の

20
％
以
内
（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
30
％
以
内
）

《
限
度
額
》
20
万
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
都
市
計
画
係　

☎
(64)
８
３
２
２

甘
楽
町
環
境
保
健
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

　

町
指
定
ご
み
袋
取
扱
店
を
追
加
し
ま

し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
富
岡
田
篠
店

☎
(89)
１
０
６
３

問
い
合
わ
せ　
住
民
課
環
境
係

☎
(64)
８
３
１
５

No.1264おしらせ版
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甘
楽
町
ま
ち
づ
く
り

定
住
応
援
金

　

町
内
に
新
し
く
家
を
建
て
た
り
購
入

し
た
場
合
、
ま
た
は
建
て
直
し
た
場
合

に
応
援
金
を
交
付
し
ま
す
。
住
宅
を
取

得
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
要
件

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
延
床
面
積
が
50
㎡
以
上
の
専
用
住
宅

を
建
築
ま
た
は
取
得
し
た
場
合

・
居
住
部
分
が
50
㎡
以
上
の
併
用
住
宅

を
建
築
ま
た
は
取
得
し
た
場
合

《
対
象
外
》　

・
増
改
築

・
公
共
事
業
等
の
補
償
な
ど
に
よ
り
住

宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
し
た
場
合

・
相
続
、
贈
与
、
そ
の
ほ
か
対
価
を
伴

わ
ず
に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

応
援
金
の
額　
７
万
円

加
算
額　
①
〜
④ 

各
３
万
円

　

次
の
条
件
に
該
当
し
た
場
合
は
、
応

援
金
に
加
え
て
加
算
金
を
交
付
し
ま

す
。

①
転
入
加
算　

②
子
ど
も
加
算　

③
土
地
購
入
加
算　

④
町
内
業
者
加
算

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
税
務
係

☎
(64)
８
３
１
３

空
き
家
に
対
す
る
各
種
補
助
金

◎
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

空
き
家
を
取
得
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
者　
町
内
の
空
き
家
を
取
得
し
て

そ
の
空
き
家
へ
転
居
ま
た
は
転
入
を
予

定
し
て
い
る
人

対
象
住
宅　
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点

で
、
1
年
以
上
居
住
し
て
い
な
い
住
宅

対
象
工
事　
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
が
20
万

円
（
税
込
み
）
以
上
か
か
る
工
事

補
助
金
額
　
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１

以
内（
上
限
50
万
円
）

申
請
受
付
期
間

６
月
３
日
㈪
〜

９
月
２
日
㈪

◎
危
険
空
き
家
等
除
却
補
助
金

　

危
険
空
き
家
等
を
除
却
し
よ
う
と
す

る
人
に
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
不
良
住
宅
ま
た
は
特
定
空
家

な
ど
の
除
却
を
す
る
人

補
助
金
額　
対
象
工
事
費
の
５
分
の
４

以
内（
上
限
50
万
円
）

◎
空
き
家
片
付
け
応
援
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
空

き
家
内
の
片
付
け
を
す
る
場
合
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の

所
有
者
ま
た
は
購
入
者（
賃
借
人
）

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内（
上
限
10
万
円
）

申
請
受
付
期
間

４
月
１
日
㈪
〜

令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

◎
共
通
事
項

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係　

☎
(74)
３
１
３
３

「
花
の
種
銀
行
」

春
の
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
す

　
「
花
の
種
銀
行
」か
ら
種
を
借
り
て
、

花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
収
穫
で
き

た
種
は
返
却
す
る
制
度
で
す
が
、
こ
の

銀
行
は
花
い
っ
ぱ
い
の
地
域
づ
く
り
を

第
一
の
目
的
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
種

の
採
取
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
返
却

し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

配
布
期
間　
４
月
10
日
㈬
〜
５
月
10
日
㈮

種
の
種
類
　
サ
ル
ビ
ア
、
ア
ス
タ
ー
、

ア
サ
ガ
オ
、
百
日
草
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
、ス
イ
ー
ト
ア
リ
ッ

サ
ム
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
大
長
ヘ
チ
マ

配
布
対
象
　
町
内
在
住
の
個
人
・
家
族
、

学
校
、
子
ど
も
会
、
地
域
グ
ル
ー
プ
、

事
業
所
な
ど

※
種
を
蒔
く
場
所
は

町
内
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
(74)
３
１
３
３

源
泉
徴
収
義
務
者
向
け

定
額
減
税
説
明
会
（
予
約
制
）

　

令
和
６
年
度
税
制
改
正
法
案
が
成
立

し
施
行
さ
れ
た
場
合
、
令
和
６
年
６
月

か
ら
定
額
減
税
（
源
泉
所
得
税
関
係
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
制
度
の
概
要
と
事

務
手
続
き
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

場
所　
富
岡
税
務
署　

１
階
会
議
室

期
日　

４
月
12
日
㈮
、
４
月
25
日
㈭
、

５
月
15
日
㈬　

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
、

午
後
２
時
〜
３
時

定
員　
各
回
27
人

申
し
込
み
方
法　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電

話
に
よ
り
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署　

法
人
課
税
部
門　

☎
(63)
２
５
２
４
（
直
通
）

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
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福
祉
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
在
宅
で
介
護
を
受
け
て

い
る
常
時
お
む
つ
を
必
要

と
す
る
人
に
、
紙
お
む
つ

を
支
給
し
ま
す

対
象
者
　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
人
　

①
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま
た
は
認
知

症
の
高
齢
者　

②
身
体
ま
た
は
精
神
に
相
当
程
度
の
障

が
い
の
あ
る
心
身
障
害
児
（
者
）

申
請
方
法　
４
月
15
日
㈪
ま
で
に
福
祉

係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
の

申
請
者
に
は
、
町
か
ら
継
続
の
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

支
給
内
容
　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド

支
給
回
数
　
年
４
回
（
５
月
・
８
月
・

11
月
・
２
月
）

◎
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
へ
、
初
乗
り
運
賃
分
を

補
助
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付
し
ま
す

対
象
者　

 

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
ま
た
は
療
育

手
帳
Ａ
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、

現
在
、
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
人

利
用
の
範
囲
と
交
付
枚
数

 　

町
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
業
者
の
タ

ク
シ
ー
で
、年
間
24
枚
を
交
付
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
に
申
請
し
た
場
合
は
、
当

該
月
数
に
応
じ
た
枚
数
と
し
ま
す
。

 

※
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
た
場
合

は
、
タ
ク
シ
ー
券
を
返
却
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
請
方
法　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
持
参
の
上
、
福
祉
係
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
期
限
切
れ
の
券
を
お
持
ち
の

人
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
高
齢
者
の
見
守
り
を

兼
ね
、
町
内
の
買
い
物

困
難
地
域
で
食
料
品
や

生
活
物
資
の
移
動
販
売

を
行
う
事
業
者
に
、
運

営
費
用
な
ど
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

補
助
内
容
　

①
運
営
費
補
助　
週
１
回
以
上
、
町
内

の
買
い
物
困
難
地
域
で
移
動
販
売
お

よ
び
見
守
り
を
行
う
事
業
者
に
１
回

２
５
０
０
円
（
月
上
限
１
万
円
）

②
車
両
購
入
費
等
補
助
（
町
内
事
業
者

の
み
対
象
）　

①
の
移
動
販
売
用
車
両

の
購
入
ま
た
は
改
造
な
ど
の
費
用
に
対

し
、
費
用
の
１
／
２
（
年
上
限
30
万
円
）

※
そ
の
他
条
件　

税
金
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
事
業
者

◎
共
通
事
項

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
に
こ
に
こ
甘
楽

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

障
害
の
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配

慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
民
間
事
業
者
は
障
が

い
の
あ
る
人
に
合
理
的
配
慮
を
提
供
す

る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

合
理
的
配
慮
と
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
か
ら
、社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア（
障

壁
）
を
取
り
除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対

応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
の
表

明
が
あ
っ
た
と
き
に
、
負
担
が
重
す
ぎ

な
い
範
囲
で
対
応
を
行
う
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
な
ど
が

話
し
合
っ
て
、
共
に
解
決

策
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口

　

障
が
い
の
あ
る
人
、
事
業
者
ど
ち
ら

か
ら
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

群
馬
県
障
害
者
差
別
相
談
窓
口

（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
）

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

☎ 

０
２
７
‐
２
５
１
‐
１
１
６
６

℻   

０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
２
７
５

 gunm
akenshinren5@

xp.w
ind.jp

                
      

募
　
集

募
　
集

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

【
甘
楽
町
文
化
会
館
】

募
集
人
員　
１
人

勤
務
内
容　
施
設
管
理
、
音
響
・
照
明

操
作
な
ど
（
夜
間
勤
務
あ
り
）

勤
務　
週
３
日
程
度
（
火
〜
日
曜
日
）

勤
務
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時
の
間

※
催
し
物
に
合
わ
せ
た
勤
務
の
た
め
、

日
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
が
異
な
り
ま

す
。

資
格　
不
問

採
用
予
定
日　
６
月
１
日
㈯

申
し
込
み
方
法　
履
歴
書
（
市
販
）
を

①
、
②
の
い
ず
れ
か
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
18
日
㈭
【
必
着
】

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
教
育
課
社
会
教
育
係  

☎
(64)
８
３
２
５

〒
３
７
０
‐
２
２
９
２　

甘
楽
町
大
字
小
幡
１
６
１
‐
１

②
文
化
会
館　

☎
(74)
７
０
０
０

〒
３
７
０
‐
２
２
１
３　

甘
楽
町
大
字
白
倉
１
３
２
２
‐
１

おしらせ版

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本
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試
　
験

試
　
験

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

経
営
支
援
員
採
用
資
格
試
験

職
種　
経
営
支
援
員
（
正
職
員
）

募
集
人
数　
１
人

勤
務
地　

初
任
地
は
甘
楽
町
商
工
会

（
５
年
程
度
で
人
事
異
動
あ
り
）

採
用
予
定
日　
６
月
１
日
㈯

受
験
資
格

・
高
等
学
校
卒
業
以
上
で
、
採
用
時
に

40
歳
未
満
の
人

・
簿
記
３
級
以
上
（
資
格
を
所
有
し
て

い
な
い
人
は
採
用
後
速
や
か
に
取
得
す

る
こ
と
）

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

で
資
料
作
成
で
き
る
人

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

ま
た
は
採
用
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

申
込
期
限　
４
月
15
日
㈪
【
必
着
】

第
１
次
試
験
日　
４
月
21
日
㈰

※
実
施
要
領
は
甘
楽
町
商
工
会
へ
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

☎ 

０
２
７
‐
２
３
１
‐
９
７
７
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  https://w

w
w.gcis.or.jp

令
和
６
年
度
富
岡
地
域
医
療

企
業
団
職
員
採
用
試
験

勤
務
先　
公
立
富
岡
総
合
病
院
ま
た
は

公
立
七
日
市
病
院

採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

看
護
職
員（
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産

師
）　

20
人
程
度

採
用
予
定
日　
令
和
７
年
４
月
１
日

受
験
資
格　
該
当
職
種
免
許
を
有
す
る

人
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人

申
込
期
間　

４
月
８
日
㈪
〜
５
月
17
日
㈮【
必
着
】　

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

試
験
日　
６
月
８
日
㈯

試
験
方
法　
適
性
検
査
・

小
論
文
試
験
・
面
接
試
験

申
込
用
紙
の
交
付　
公
立
富
岡
総
合
病

院
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
希
望

者
は
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
送
付
先

明
記
の
返
信
用
封
筒（
角
2
）を
同
封
し
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院　

総
務
課
職
員
係

〒
３
７
０
‐
２
３
９
３

富
岡
市
富
岡
２
０
７
３
‐
１

☎
(63)
２
１
１
１（
内
線
２
２
１
７
）

                
      

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

中
国
語
講
座

　

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　
初
回
５
月
21
日
㈫
〜
11
月

（
全
15
回
・
全
て
火
曜
日
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　
ら
・
ら
・
か
ん
ら

講
師　
佐
俣
福
艶
先
生

受
講
料　

▼
一
般
：
８
０
０
０
円

▼
学
生
：
３
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

定
員　
20
人（
申
し
込
み
順
）

募
集
期
限　
４
月
30
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）甘
楽
町
国
際
交
流
振
興
協
会

事
務
局【
町
企
画
課
企
画
調
整
係
】

☎
(74)
３
１
３
３

手
話
奉
仕
員

養
成
講
座

　

手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
必
要
と

す
る
人
に
日
常
生
活
上
の
初
歩
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
を
す
る
人

の
こ
と
で
す
。
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　

▼
入
門
課
程（
手
話
未
経
験
者
）

６
月
〜
11
月
の
毎
週
木
曜
日（
全
23
回
）

▼
基
礎
課
程（
入
門
課
程
修
了
者
）　

５
月
〜
11
月
の
毎
週
火
曜
日（
全
27
回
）

時
間　
午
後
７
時
〜
９
時

定
員　
各
30
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

会
場　
あ
い
愛
プ
ラ
ザ
２
階　

会
議
室

（
富
岡
市
富
岡
１
４
３
９
‐
１
）

対
象
者　

甘
楽
郡
・
富
岡
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
で
手
話
に
興
味
が
あ
る
人

（
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で

す
。
同
意
書
は
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
）

費
用　

無
料（
入
門
課
程
の
み
テ
キ
ス

ト
代
３
３
０
０
円
が
必
要
） 

 

申
し
込
み
方
法　
４
月
19
日
㈮
ま
で
に
、

希
望
課
程
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
勤
務
地（
通
学
地
）

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
か
は
が
き
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

福
祉
課
福
祉
係　

〒
３
７
０
‐
２
２
１
３　

甘
楽
町
大
字
白
倉
１
３
９
５
‐
１

☎
(67)
５
１
６
２

 fukusi@
tow
n.kanra.lg.jp

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代） カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本
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野口　珠愛�ちゃん（１歳10カ月・令和４年５月５日生まれ）

　野口大喜さん・梨奈さんのお子さん（白倉）

　歌をうたったり、踊ったりするのが大好きな、ほっぺのえくぼ
がチャームポイントの女の子です　　今、一番のお気に入りはア
ンパンマンで、大きな声で「アンパンマン！」と言いながら遊んで
います　　保育園から帰ると、毎日、パパやママに楽しかったこ
とをいっぱいおしゃべりしてくれます　お友達に優しくできる素
直で笑顔がすてきな子に育ってね

み　あ

広　告

パパに教えてパパに教えて
もらったもらった

敬礼ポーズで敬礼ポーズで
パシャリパシャリ
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